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第

四
課

東

京

の

見

物

 

新
橋
停
車
場
を
出
て
上
野
行
の
電
車

に
乗
る
。

十
五
分
程
に
て
日
本
橋
に
至
る
、
そ
れ
よ
り
二
十
分
あ
ま
り
に
て
上
野
公
園
に
着
く
。

上
野
公
園
の
櫻

ケ
丘
よ
り
淺
草
の
観
音
堂
も
見
ゆ
、
上
野
の
山
を
下
り
て
淺
草
行
の
電
車
に
乗
る
、
雷
門
に
て
電
車
を
降
り
て
観
音
堂
に
向
つ
て

行
く
、
仁
王
門
に
入
り
て
観
音
堂
を
拝
み
淺
草
公
園
の
見
世
物
を
眺
む
、
そ
れ
よ
り
隅
田
川
の
邊
り
に
出
ず
。
川
の
向
側
は
櫻
の
名
所
な
り
。
丸
の

内
に
行
き
て
宮
城
を
辞
む
、
宮
城
の
お
濠
の
橋
は
二
重
橋
・こ
云
ふ
。

宮
城
の
前
の
廣
場
の
銅
像
は
楠
正
成
の
銅
像
な
り
、
櫻
田
門
を
出
て
日
比
谷
公
園
を
眺
む
、
電
車
に
て
九
段
坂
の
上

に
至
り
靖
國
祠
肚
を
拝
む
、

鯖
路
に
坂
の
上
よ
り
見
下
す
見
晴
は
立
派
な
り
。
そ
れ
よ
り
電
車
に
乗
り
て
芝
公
園
を
通
り
て
四
十
七
士
の
墓
に
詣
ず
。

第
五
課

世

界

の

話

我

が

大

日

本
帝

國

は
島

國

な

り

、

汽

船

に
乗

り

τ

我
が

帝

國

の
港

を
出

で
、

束

へ
進

み
凡

そ

二

週
間

の
後

に

は

ア

メ
リ

カ
大

陸

に
着

く
、

ア

メ
リ

カ
大

陸

は

北

ア

メ
リ

カ

ーこ
南

ア

メ

リ

カ
、こ
に
別

る
、

北

ア

メ

リ

カ

に

は

ア

メ

リ

カ
合

衆

國

あ

り

、

農

業

、

工
業

、
商

業
等

は

盛

に
し

て
、

國

は
な

は

だ
金

持

な

り
、

こ

こ
よ

り

汽

陥

に
乗

り

τ

、
再

び
束

へ
進

み
、

敷

日

の
後

イ

ギ

リ

ス
の

港

に
着

く
、

イ
ギ

リ

ス
は
島

國

に
し

て
商

業

．こ
工
業

－こ
は
盛

な
り

、
欧

羅

巴
大

陸

に

は

フ

ラ

ン

ス
、
ド

イ

ツ

、
ロ
シ

ヤ
等

の
國

々
あ

り

、
フ

ラ

ン

ス
は
海

を

隔

て

入
イ

ギ

リ

ス
の
南

に
あ

り

、
ド

イ

ツ

は

フ

ラ

ン

ス

の
隣

國

に
て

學

問

よ

く

開

く
、

ロ

シ
ヤ

は
欧

羅

巴

大

陸

の
國

に
し

て

、
亜

細

亜

大

陸

の

西
伯

利

亜

も
亦

其

の

一
部

な

り

、

亜

細

亜
大

陸

に
は

印
度

、

一

 

「
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二

還
羅
、
支
那
等
あ
り
、
欧
羅
巴
大
陸
の
南
の
大
陸
を
ア
フ
リ
カ
、こ
云
ふ
、
西
伯
利
亜
鐵
道

に
て
東
方

へ
向
ひ
て
二
週
間
除

り
に
し
て
、
日
本
に
蹄
着

す
、
斯

の
如
く
日
本
を
出
で
海
を
越

へ
陸
を
越

へ
、
束

へ
束

へ
．こ
進
み
τ
、
又
も
ーこ
の
日
本
に
蹄

へ
り
來

る
、
是
れ
世
界

の
圓
形
が
爲
な
り
、
此
の

世
界
は
、
圓
形
が
故
に
名
附
け
て
地
球
．こ
云
ふ
、
地
球
の
表
面
の
凡
そ
三
分
の
二
は
海
に
し
て
、
三
分
の

一
は
陸
な
り
、

北
牛
球
・こ
南
牛
球
・こ
は
氣

候
全
く
相
反
し
、
北
牟
球
の
夏
は
南
串
球
の
冬
な
り
、
北
極
・こ
南
極
、こ
の
地
方
に
て
は
、
牛
年
は
書
に
し
て
、
牛
年
は
夜
な
り
、
そ
の
地
方
に
τ
は

氣
候
常

に
寒
冷
な
り
、
土
人
は
氷
を
も
つ
て
家
を
造
り
て
住
む
。

赤
道

の
地
方
に
て
は
年
中
夏
の
氣
候
な
り
、
そ
の
地
方
に
て
は
人
は
皆
裸
に
し
て
、
只
布
片
を
身
饅
の

一
部
に
ま
ーこ
ふ
、
地
球
上
の
人
類
は
、
絶

藪
十
六
億
あ
り
τ
、
そ
の
人
種
は
様
々
な
り
。

第
六
課

犬

 

犬
の
種
類
は
頗
る
多
し
、
背
の
高
き
犬
は
駒
の
如
く
、
小
さ
き
犬
は
猫
よ
り
も
小
さ
し
、
毛
の
至
つ
て
短
き
も
の
あ
り
て
、
毛
の
甚
だ
長
き
も
の

も
あ
り
、
毛
の
長
き
も
の
は
羊
の
如
く
、
そ
の
毛
は
地
面
に
達
す
、
或
る
も
の
は
頭
大
き
く
、
丸
く
し
て
、
獅
子
の
如
く
、
或
る
も
の
は
顔
長
く
尖

り
て
、
狐

の
如
し
、
足
の
短
き
も
の
、
長
き
も
の
等

一
一
歎

へ
難
し
、
す
べ
て
犬
は
、
人
に
慣
れ
や
す
く
、
賢
く
し
て
よ
く
主
人
の
命
を
守
る
。
犬

は
耳
さ
．こ
き
動
物
に
し
τ
、
眠
り
た
る
時
も
人
の
足
音
を
聞
き
て
直
ち
に
目
を
畳
す
、
二
三
匹
の
犬
よ
く
二
三
百
頭
の
牛

を
追
廻
す
。

第
六
課

虎

と

猫

 

尻
一こ
猫
一こ
は

一
様
な
り
、
虎
も
猫
も
顎
短
く
首
太
し
、
顎
短
か
け
れ
ば
力
強
し
、
足
も
亦
太
く
し
τ
力
強
し
、
足
の
先

に
は
、
鏡
く
し
て
長
き
爪

あ
り
、
虎
も
猫
も
用
な
き
時
爪
を
か
く
す
、
猫
の
口
に
は
上
下
に
二
本
づ

・
の
鏡
き
牙
あ
り
、
舌
に
は
太
き
毛
の
如
き
刺
あ
り
、
虎
も
亦
同
じ
、
虎

も
亦
猫
の
如
く
木
に
よ
ぢ
上
る
、
虎
も
猫
も
尾
長
く
、
髭
太
し
、
猫
の
毛
色
は
、
虎
の
如
き
も
の
あ
り
、
此
れ
を
虎
猫
ぐ
」云
ふ
。

第
七
課

利

根

川

 

利
根
川
は
、
日
本
東
部
の
川
に
し
τ
古

へ
よ
り
阪
東
太
郎
の
名
あ
り
、
越
後
の
國
境
な
る
利
根
嶽
よ
り
登
す
、
利
根
嶽

よ
り
褒
す
る
谷
川
は
幾
多

の
流
れ
を
集
め
沼
田
町
に
至
る
、
是
れ
よ
り
流
れ
て
吾
妻
川
を
合
せ
前
橋
の
西
を
過
ぐ
、
前
橋
は
有
名
な
る
絹
糸
の
市
場
な
り
、
更
に
東
南
に
流
れ

て
渡
良
瀬
川
を
合
せ
て
栗
橋

に
至
る
、
栗
橋
は
東
北
鐵
道
に
當
る
町
な
り
、
栗
橋
を
過
ぎ
て
ま
も
な
く
二
つ
に
別
る
、
北
な
る
を
赤
堀
川
三

云
ひ
南

な
る
を
櫨
現
堂
川
ぐ
、云

ふ
、
利
根
川
の
本
流
は
東
南
に
流
れ
て
鬼
怒
川
を
合
せ
盆
々
そ
の
大
き
さ
を
増
す
、
鬼
怒
川
の
落
ち
合

ふ
所

に
船
戸
あ
り
、

此
虚
よ
り
江
戸
川

に
通
ず
る
蓮
河
あ
り
、
是
の
蓮
河
は
東
京
よ
り
湖
り
て
利
根
川
に
通
ず
る
汽
舶
の
通
路
な
り
、
本
流
は
下
綿
ミ
常
陸
－こ
の
國
境
を

流
れ
て
太
卒
洋
に
入
る
。
霞
ケ
浦
北
浦
等
の
水
は
北
よ
り
本
流
に
注
ぐ
、
北
浦
の
合
流
す
る
あ
た
り
に
は
名
所
の
地
多
し
、
川
口
に
醤
油
の
産
地
な

る
銚
子
あ
り
、
銚
子
港
の
東
南
な
る
犬
吠
岬
に
は
燈
壼
あ
り
、
太
卒
洋

に
面
し
風
景
の
美
を
以
て
名
高
し
、
利
根
川
は
所
謂
關
束
卒
野
を
流
し
蓮
輪

の
便
頗

る
多
し
。

第
八
課

我

が

陸

軍

 

我
が
國
は
國
民
皆
兵
な
り
、
男
子
は
十
七
歳
よ
り
四
＋
歳
ま
で
の
間
何
れ
も
兵
役
に
服
す
る
義
務
あ
り
、
畏
け
れ
共
天
皇
陛
下
は
大
元
帥
に
し
て

親
し
く
陸
海
軍
を
統
べ
給
ふ
。
陸
軍
の
兵
種
に
は
五
あ
り
、
歩
兵
は
戦
争
の
主
力
に
し
て
、
そ
の
敷
最
も
多
し
。

騎
兵
は
身
髄
敏
活
に
し
て
敵
の
様
子
を
探
る
。
砲
兵
は
大
砲
を
以
τ
遠
方
よ
り
敵
を
砲
撃
す
、
工
兵
は
陣
地
を
築
き
道

を
開
き
橋
を
掛
け
鐵
道
を

造
る
、
又
別
に
輻
重
兵
あ
り
τ
後
方
よ
り
兵
糧
弾
粟
等
を
蓮
ぶ
。

歩
兵
騎
兵
砲
兵
工
兵
軸
重
兵
は
何
れ
も
戦
争
に
必
要

に
し
て
そ
の
任
務
に
は
輕
重
の
別
あ

る
事
な
し
。

第
九
課

茶

店

の

娘

T



‘

四

 

野
寺
の
鐘
、
水
を
渡
り
τ
春
の
日
も
暮
そ
む
。

竈
の
煙

に
ぎ
や
か
に
立
昇
る
、外
に
働
く
脊
子
や
愛
子
の
書
の
疲
れ
を
慰
む
る
用
意
な
る
に
、小
川
の
橋

に
は
誰
が
家
の
犬
ぞ
、
尾
を
振
り
立
て
て

主
人
の
蹄

り
を
待
つ
、
茶
店
の
前
を
鍬
を
か
つ
ぐ
男
や
鎌
を
さ
ぐ
る
女
の
三
人
四
人
つ
つ
、う
ち
連
れ
τ
蹄
る
、
暮
色
蒼
然
ご
し
て
夕
つ

つ
の
光
寂
し

げ
に
か
が

や
く
の
み
、
草
笛
の
昔
か
す
か
に
聞
ゆ
、
董
の
咲
く
野
の
細
道
を
牛
追
ひ
蹄
る
十
八
歳
ば
か
り
の
少
年
あ
り
、
門
の
柱
に
よ
つ
て
待
つ
茶

店
の
娘
に
目
禮
し
て
静
か
に
過
ぎ
行
く
、乙
女
は
後
姿
を
慕
は
し
げ
に
う
ち
眺
む
る
が
．道
は
や
が
て
左
に
折
れ
τ
蘂
の
花
畠
の
間
に
入
る
、
牛
の
背

の
み
や
う

や
う
見
え
て
少
年
は
首
よ
り
上
を
あ
ら
は
す
ば
か
り
な
る
を
乙
女
は
見
失
は
じ
．こ
足
つ
ま
だ
て
て
伸
び
上
る
、
心
も
そ
な
た
に
飛
び
行
く

に
闇
は
い
つ
し
か
ひ
ろ
が
り
て
、
若

石
が
面
影
も
英
の
花
畠
も
、
は
て
は
乙
女
が
姿
ま
で
夜
の
帳
に
つ
つ
ま
れ
果
て
て
牛
の
聲
眠
た
げ

に
聞
ゆ
の
み
。

第
十
課

三

子

を

産

む

 

京
都
府
門
野
郡
落
村
小
川
健
太
郎
の
妻

は
、
二
十
六
日
午
前
十
時
頃
妊
娠
八
ヶ
月
に
τ
男
見
三
人
を
分
娩
し
た
る
が
、
驚
き
の
あ
ま
り
に
て

一
時

は
も
の
す
ら
云
は
ざ
り
き
、
生
後
四
五
時
間
を
脛
て
二
人
死
亡
し
た
り
、
母
二
度

ビ
ッ
ク
リ
に
て
取
逆
上
氣
絶
し
た
る
程
な

る
が
、

一
人
だ
け
元
氣

な
り
ーこ
て
喜
ぴ
た
り
。

第
＋
課

焼

物

と

塗

物

 

茶
碗
、
土
瓶
、
皿
、
鉢
等

は
焼
物

に
し
て
、
椀
、
盆
、
重
箱
等
は
塗
物
な
り
、
焼
物
を
造

る
に
は
土
又
は
石
の
粉
を
塗
り
固

め
て
竈
に
入
れ
て
焼

く
、
斯
く
し
て
出
來
た
る
も
の
を
素
焼

・こ
云

ふ
、
我
等
の
常
に
用
ふ
る
茶
碗
、
皿
、
鉢
の
類
は
再
び
焼
き
た
る
も
の
な
り
、
模
様
は
上
藥
を
か
く
る

前

に
書
く
、
塗
物
は
剖
り
た
る
木
又
は
組
合
せ
た
る
木
竹
又
紙
な
さ
に
漆
を
塗
り
て
造

る
、
塗

物

に
…檬
々
の
色
め
る
は
皆
漆

に
色
を
つ
け
た
る
な

り
、
漆
の
上
に
金
又
は
銀
に
て
書
き
た
る
を
蒔
絹
、こ
云
ふ
。

第
十
課

わ

ざ

く

ら

べ

タ
ク
ミ

 昔
川
成

・こ
云
ふ
名
高
き
書
工
あ
り
き
、
其
の
友

に
工
．こ
て
世
に
聞

へ
た
る
大
工
あ
り
。

一
日
工
、
川
成

に
向
ひ
て

「
我
此
頃
小
さ
き
堂
を
建
τ
た
り
」
・こ
云
ひ
た
り
、
川
成
行
き
て
見
る
・こ
小
さ
き
四
角
の
堂
あ

り
て
、
四
方
の
戸
皆
開

き
た
り
、
何
心
な
く
南
の
線
に
上
り
て
、
其
戸
閉
ず
、
驚
き
τ
西
の
線
に
上
り
て
其
戸
又
閉
じ
て
南
の
戸
開
き
た
り
、
北

へ
廻
り
て
西
の
戸
開
く
、

幾
度
か
廻
り
た
る
を
入
る
事
を
得
ず
、
口
惜
し
け
れ
共
工
の
笑
ふ
聲
を
あ
ーこ
に
し
て
節
り
た
り
。
藪
日
の
後
川
成
よ
り

「
見
せ
た
き
絹
出
來
た
り
」

ご
工
の
も

ーこ
に
云
ひ
來
り
た
り
、
工
訪
ね
行
き
て
、
川
成

「
い
ざ
こ
な
た

へ
」
、こ
云
ふ
、
工
入
る
が
内

に
は
く
さ
り
た
る
死
人
横
は
り
て
、
臭
氣
鼻

を
つ
く
が
如
し
、
工
驚
き
て
逃
げ
出
す
を
川
成
腹
を
か

・
へ
て
笑
ひ
な
が
ら

「
か
く
我
の
居
る
に
何
故
に
恐
る
る
か
」
－こ
云

ふ
、
工
恐
る
恐
る
近
よ

り
τ
見
る
を
死
人
－こ
見

へ
し
は
、
ふ
す
ま
に
書
き
た
る
績
な
り
し
な
り
。

第
十

一
課

材

木

材
木
に
は
松
、
杉
、
檜
等
あ
り
、
最
－こ
も
多
く
用
ふ
る
は
松
・こ
杉
－こ
に
し
て
か
た
き
は
栗
な
り
、
松
、
杉
、
檜
は
板
又
は
柱
・こ
し
て
家
を
建
て
船

を
造
る
に
用
ふ
、
杉
は
電
信
柱
に
用
ひ
又
箱
樽
等
を
造
る
に
用
ふ
る
事
多
し
、
栗
は
堅
く
し
て
永
く
腐
ら
ず
、
桐
は
柔
く
し
て
弱
き
木
な
り
、
桐
は

ソ
マ

 家
を
建
つ
る
材
木
、こ
し
τ
は
用
ふ
る
こ
ーこ
能
は
ず
、
輕
く
し
τ
美
く
し
け
れ
ば
机
箪
笥
等
を
造
る
に
用
ふ
、
材
木
を
山
よ
り
伐

り
出

す

者

は
杣
な

り
、
材
木
を
用
ひ
て
家
を
建
つ
る
も
の
は
大
工
な
り
、
机
箪
笥
な
ーご
を
造
る
者
は
指
物
師
な
り
。

第
十

一
課

松

下

輝

尼

 

北
條
時
頼
の
母
松
下
輝
尼
或
日
時
頼
を
招
待
せ
ん
、こ
て
障
子
の
破
れ
を
繕
ひ
き
、
輝
尼
の
兄
義
景
こ
れ
を
見
て

「
召
使
の
中

に
か

・
る
事
を
よ
く
心

五

「



一

六

得
た
る
者
あ
り
そ
れ
に
云
ひ
つ
く
る
よ
し
」
ぐ」云
ひ
し
に

「
我
れ
も
是
れ
程
の
事

は
心
得
た
り
人
手
を
か
る
に
も
及
ば
ず
」
・こ
て

お
ぼ
つ
か
な
き
手

つ
き
に
て
、
破
れ
た
る
所
を

一
間
づ

・
張
り
た
り
、
義
景
重
ね
τ

「
切
張
り
は
ま
だ
ら
に
な
り
て
見
苦
し
」
，こ
云
ひ
し
に
輝
尼
は

「
我
も
後
に
は
こ

マこ
、」
ミ
く
張
り
か

へ
ん
ーこ
思
ふ
、
然
る
に
破
れ
た
る
所
の
み
繕
ひ
て
し
ば
ら
く
用
ふ
る
は
倹
約
な
り
、
其
倹
約
を
若
き
者
に
知
ら
せ
ん
・こ
て
か
く
す

る
な
り
L
∨」答

へ
た
り
。

第
十

一
課

電
車
に
て
負
傷
す

 

東
京
麹
町
匿
山
田
氏
は
、
十
八
日
午
後
四
時
車

に
の
り
名
古
屋
市
榮
町
を
通
り
た
り
、
車
荷
馬
車
を
避
ん
ご
て
電
車
線
路
内
に
入
り
た
り
、
線
路

内
に
入
り
た
る
折
來
る
電
車

に
ふ
れ
車
は
顛
覆
し
た
り
、
山
田
氏
は
上
鱒
骨
を
挫
折
し
入
院
し
た
り
。

第
十

一
課

祠

戸

の

地

震

 

祠
戸
に
て
は
過
日
來
人
髄
に
感
ぜ
ざ
る
程
度
の
地
震
め
り
し
が
、
三
日
午
前
九
時
十
五
分
叉
又
強
き
地
震
あ
り
た
る
が
暫
時
に
し
て
止
み
た
り
。

 

第
十
二
課

胃

と

身

艘

 

或
る
時
口
、

耳
、
目
、
手
、
足
等
胃
に
向
つ
て
云
ふ
や
う

「
我
等
常
に
忙
が
し
く
働
き
た
る
に
汝
は
坐
し
て
喰
ふ
の
み
な
り
、
少
し
も
我
等
に
報

ゆ
る
所
な
し
我
等
今
日
よ
り
働
く
を
止
め
ん
」
ぐ）云
ひ
た
り
、
是
よ
わ
後
は
耳
は
食
事
の
知
ら
せ
を
聞
か
ぬ
風
を
し
、
目
は
食
物

を
見
ぬ
ふ
り
を
し

て
過
し
た
り
、
手
は
食
物
を
口
に
入
る
る
事
を
止
め
足
は
食
堂

へ
行
く
を
止
め
た
り
、
か
く
て
二
三
日
を
過
し
た
り
、
目
見
え
ざ
る
が
如
く
な
り
た

り
、
手
，こ
足
．こ
は
湊

へ
て
働
く
あ
た
は
ず
皮
膚
も
色
さ

へ
青
槌
め
て
身
髄
は
全
く
力
な
き
に
至
り
た
り
。

此
鬼
に
於
て
胃
は

一
同
に
向
つ
て
曰
く

『
諸
君
は
知
ら
ず

や
我
は
只
坐
し
て
喰
ふ
も
の
に
あ
ら
ず
、
我
の
職
務
は
食
物
を
こ
な
し
て
是
れ
を
血
の
製
造
場

へ
迭
る
に
あ
り
、
我
な
く
ば
身
髄

を
養
ふ
血
は
如
何
に
し
て
出
來
ん
や
、
諸
君
我
れ
を
苦
し
め
ん
・こ
て
是
の
歎

日
間
食
物
を
迭
ら
ざ
り
き
、
迭
ら
ざ
る
が
故
に
新
ら
し
き
血
出
來
ず
諸

君
は
皆
か

へ
つ
て
自
ら
苦
し
む
に
至
り
た
り
、
是
れ
諸
君
の
自
ら
招
く
所
な
り
、
諸
君
は
諸
君
の
誤
り
た
る
を
悟
り
し
な
ら
ん
、
諸
君
若
し
我
れ
に

食
物
を
迭
る
爲

め
に
働
き
た
り
・こ
云
は
ば
我
れ
も
亦
諸
君
を
養
ふ
た
め
に
働
き
た
り
、こ
云
は
ん
、
今
よ
り
後
は
互
に
親
密

に
暮
さ
ん
』

ご
云
ふ
に
手
、
足
等

一
同
成
程
－こ
感
心
し
た
り
。

第
十
三
課

廣

瀬

中

佐

 

廣
瀬
中
佐
の
乗
れ
る
福
井
丸
は
旅
順
の
港
口
に
進
み
た
り
、爆
褒
の
聲
た
ち
ま
ち
船
底
に
響
く
、中
佐
は
静
か
に

『
杉
野
は
今
鮎
火
を
終
り
た
る
ぞ

綿
員
ボ
ー
ト

へ
』
ボ
ー
ト
を
頑
井
丸
の
傍
に
下
ろ
し
て

一
同
乗
り
移
れ
る
が
杉
野
な
し
、
中
佐
は
心
配
げ
に

『
ヨ
シ
尋
ね
來
ん
』

－こ
只

一
人
舶
内
を

尋
ね
た
る
を
杉
野
の
姿
な
し
『残
念
な
り
、
今

一
度
』
．こ
中
佐
は
又
も
船
内
を
駈
め
ぐ
れ
り
、「
杉
野
、
杉
野
」中
佐
の
鏡
き
聲
は
敵
の
打
出
す
砲
聲
の
中

に
聞
ゆ
る
に
杉
野
は
見
能
は
ず
、『
今

一
度
』
ご
中
佐
は
三
度
尋
ね
廻
れ
り
、
『
杉
野
、杉
野
』
舶
は
次
第
に
沈
み
行
き
て
水
は
す
で

に
甲
板
を
浸
せ
り
、

『今
は
是
非
な
し
』
・こ
中
佐
は
ボ
ー
ト
に
乗
り
移
れ
り
、
四
隻
の
般
は
皆
爆
沈
せ
り
、
乗
員
は
漕
ぎ
去
ら
ん
ミ
し
、
敵
の
砲
嘉
よ
り
は
砲
丸

を
あ

び
せ
か
く
る
事

い
よ
い
よ
盛
ん
な
り
、
中
に
も
祠
井
丸
の
ボ
ー
ト
に
は
敵
の
砲
丸
雨
の
如
く
に
降
り
注
げ
り
、
中
佐
は
ボ
ー
ト
に
坐
し
て
な
ほ
も
杉

野
を
失
ひ
た
る
を
歎
き
た
り
、

一
登
の
砲
丸
は
忽
ち
中
佐
の
身
を
は
ら
い
て
中
佐
を
海
の
中
に
葬
り
た
り
。

第
十
四
課

倫

敦

巴

里
、
伯

林

 

倫
敦
に
は
テ
ー

ム
ス
河
、
巴
里
に
は
セ
ー

ヌ
河
、
伯
林
に
は
ス
プ
レ
ー
河
あ
り
、
テ
ー

ム
ス
ーこ
セ
ー
ヌ
ーこ
は
ス
プ
レ
ー
に
比
す
れ
ば
河
幅
は
る
か

に
廣
し
、
倫
敦

の
人
口
は
四
百
八
十
萬
、
巴
里
は
二
百
八
十
萬
、
伯
林
は
二
百
萬
を
算
す
、
然
れ
ご
も
近
年
猫
逸
國
力
の
盛
に
褒
展
す
る
・こ
共
に
首

七

「
ー

｜
－



1

八

府
の
人

口
も
年
々
著
し
く
増
加
す
る
勢
な
れ
ば
巴
里
ご
同
敷
に
至
る
時
近
し
、
倫
敦
の
市
街
は
繁
盛
を
以
て
名
高
し
、
さ
れ

ご
十
字
街
頭
に
立
て
る

巡
査
の

一
畢
手
の
合
圖
に
通
行
の
人
は
行
く
も
止
る
も
其
の
命
に
從

ふ
。
佛
國
の
長
き
歴
史
を
飾
れ
る
建
築
の
歎

々
高
く
中
塞
に
そ
ぴ
ゆ
る
の
み
な

ら
ず
、
町
幅
も
亦
之
に
適

へ
り
、
伯
林
の
市
街
は
清
潔
を
以
τ
署
る
、
街
路
は
近
世
の
學
術
を
磨
用
せ
る
設
備
皆
具
は
れ
り
、
倫
敦
は
世
界
第

一
の

大
都
會
な
れ
共
古
き
都
市
に
し
て
街
路
狭
け
れ
ば
乗
合
馬
車
を
以
て
主
な
る
交
通
機
關
－こ
す
、
然
れ
さ
も
地
下

に
は
鐵
道
貫
通
し
、
テ
ー

ム
ス
河
床

の
下
を
も
往
來
せ
り
、
伯
林
に
は
最
－・、も
人
目
を
引
く
も
の
は
國
會
議
事
堂
な
り
ご
い

へ
こ
も
其
の
建
築
新
し
、
濁
逸
帝
國

は
創
建
以
來
年
荷
淺
け

れ
ば
首
府

の
肚
観
の
未
だ
英
仰
二
國

に
及
ば
ざ
る
も
の
あ
る
は
固
よ
り
あ

や
し
む
に
足
ら
ず
。

第
十
四
課

登

句

 

一
、
月

に
柄

を

さ
し

た

ら

ば

良
き

闇

扇

か
な

一
、
落

花

技

に
蛙

－こ
見

れ

ば

胡
蝶

か
な

一
、

一
抱

へ
あ

れ

、ご
柳
‥は
柳

か

な

第
十
五
課

楠

正

行

 

楠
正
行
は
正
成
の
子
に
し
て
忠
義
の
武
士
な
り
、
正
成
の
戦
死
せ
し
は
正
行
が
十

一
歳
の
時
な
り
き
、
其
折
父
・こ
共
に
戦
場

に
出
で
む
ご
せ
し
が

正
成
は
道
に
て
悟
す
よ
ふ

『
聞
け
、汝
は
年
す
で
に
十
歳
を
越
え
た
り
、
よ
く
父
の
云
ふ
事
を
聞
分
け
よ
、
此
度
の
戦
、
敵
は
多
勢
に
し
て
味
方
は
少

勢
な
り
我
れ
生
き
て
再
び
汝
を
見
ざ
ら
ん
、
我
れ
が
死
に
た
る
後
も
味
方
の
者

一
人
に
て
も
生
残
り
て
あ
る
間
は
、
忠
義
の
兵
を
起
し
τ
天
皇
の
御

爲
に
蓋
せ
賊

を
亡
ぼ
せ
」
－、」懇
ろ
に
云
ひ
ふ
く
め
て
國

へ
師
し
た
り
、
正
成
は
果
し
て
戦
死
せ
り
敵
は
其
の
首
を
家
に
迭
れ
り
、
正
行
は
是
れ
を
見

て
つ
ぐ、
立
ち
て
別
室
に
行
音
た
り
、
母
あ
や
し
み
て
其
の
室
を
伺
ふ
に
正
行
は
今
に
も
腹
を
切
ら
ん
・こ
す
、
母
は
走
り
ょ
り
て
正
行
の
腕
を
お
さ

へ

『
汝
幼
な
く
．こ
も
父
の
子
な
れ
ば
是
程
の
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
事
は
あ
ら
ざ
ら
ん
、
よ
く
よ
く
考

へ
見
よ
父
の
汝
を
蹄
し
た
る
は
汝
の
死
ぬ
る
を
悲
し

み
て
に
非
ら
ず
大
人
．こ
な
り
て
忠
義
の
兵
を
起
し
て
賊
を
卒
ら
げ
ん
ーこ
て
汝
を
蹄
し
た
り
、
自
ら
御
言
葉
を
我
れ
に
告
げ
た

る
を
汝
は
早
く
も
忘
れ

た
る
か
』

－こ
て
泣
く
泣
く
戒
め
た
り
、
正
行
大
い
に
感
じ
て
是
れ
よ
り
後
は
父
，こ
母
－こ
の
教

へ
を
守
り
て

一
日
も
忘
る
る
事
あ
ら
ざ
り
き
。

第
十
六
課

足

尾

銅

山

 

我
國
の
銅
山
の
う
ち
に
て
最
・こ
も
盛
ん
に
銅
を
産
出
す
る
は
足
尾
、
小
坂
、
別
子
等
な
り
、
足
尾
銅
山
は
日
光
山
の
西
南

に
あ
り
、
今
よ
り
三
百

年
前
此
の
地
の
人
始
め
て
是
れ
を
聚
見
せ
り
・こ
云
ふ
、
此
の
銅
山
は
還
見
の
當
初
よ
り
産
出
高
頗
る
多
く
、
江
戸
城
及
び
日
光
東
照
宮
、こ
の
造
管
に

用

ひ
た
る
銅
は
大
抵
こ
の
山
よ
り
産
出
し
た
る
も
の
な
り
・こ
云

ふ
、
明
治
二
十
年
頃
新
式
の
機
械
を
用
ひ
し
以
來
大
い
に
人
力
を
省
く
事
を
得
て
産

出
高
も
著
し
く
増
加
し
こ
こ
に
初
め
て
大
銅
山
．こ
な
れ
り
、
こ
の
銅
山

に
は
敷
個
の
大
坑
道
あ
り
そ
の
左
右
さ
ら
に
無
歎
の
坑
道
あ
り
又
上
下
に
通

ず
る
大
な

る
堅
坑
あ
り
、
数
千
人
の
鏑
夫
が
銅
鑛
を
掘
取
る
事
書
夜
止
む
時
な
し
、
銅
鑛
は
或
は
電
氣
仕
掛
の
機
械
に
て
描
上
げ
或
は
坑
内
に
敷
き

た
る
レ
ー

ル
に
よ
り
て
坑
外
に
蓮
ぴ
出
し
、
是
れ
を
選
鑛
場
に
迭
る
、
選
鑛
場

に
種

々
の
機
械
あ
り
、
こ
の
機
械
に
か
け
て
、

一
一
そ
の
良
否
を
…選

り
分
く
、
斯
く
選
り
分
け
た
る
も
の
は
、
こ
れ
を
精
練
場
に
迭
る
精
練
場

に
は
櫨
あ
り
て
銅
鑛
よ
り
銅
を
吹
き
分
く
る
な
り
、
こ
の
あ
た
り
も
・こ
は

山
間
の
淋
し
き
村
落
な
り
し
が
、
鑛
菜
の
盛
大
に
趣
く
．こ
共
に
次
第
に
褒
達
し
て
今
や
足
尾
町
は
人
口
凡
そ
三
萬
を
有
す
る

一
都
曾
こ
な
り
學
校
、

病
院
、
銀
行
等
皆
そ
な
は
ら
ざ
る
な
し
。

第
十
六
課

日

の

出

の

美

 

海
邊
も
し
く
は
高
山
の
上
に
て
日
の
出
か
日
の
入
り
を
見
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
ば
造
化
の
妙
を
語
る
あ
た
は
ず
日
本
人
は
只
月
を
構
す
る
を
知
り

日
の
出
を
稽
す
る
を
知
ら
ず
。

九



一
〇

 

第
十
六
課

上

線

の

鹿

野

山

 

東
京
附

近
に
て
は
上
縛
の
鹿
野
山
眺
望
の
良
き
所
な
り
、
東
京
よ
り
木
更
津
ま
で
蒸
汽
舶
あ
り
木
更
津
よ
り
山
頂
ま
で
四
里
除
り
人
力
車
を
通
ず

山
頂
に
宿
屋
あ
り
旅
館
の
線
先
よ
り
東
京
濁
を

へ
だ
て
て
關
州
の
山
野
を
見
下
す
、
後
に
は
九
十
九
谷
ご
て
上
総
安
房
間
の
山

々
谷

々
を
見
下
す
關

東
第

一
の
眺
望
な
り
。

第
十
六
課

蟻

 

蟻
の
畢
動
を
覗
察
せ
よ
、
彼
等
の
身
長
よ
り
は
幾
十
倍
も
あ
ら
ん
か
ご
思
ふ
昆
虫
を
も
蓮
搬
し
行
く
な
り
。

 

第
十
六
課

降

雪

 

岡
山
縣

に
て
は
二
十
七
日
正
午
よ
り
降
雲
あ
り
、
岡
山
地
方
に
於
て
は
午
后
八
時
牛
に
至
り

】
寸
四
分
の
降
雲
あ
り
た
る
が
、
勝
山
方
面
に
て
は

一
尺
五
寸

の
積
雪
あ
り
た
り
。

第
十
六
課

泥

棒

 

二
十
七
日
十
時
頃
河
部
郡
タ
、、
町
山
村

一
郎
方

へ
四
十
歳
の
男
入
り
來
り
、
妻
に
ピ
ス
ト
ル
を
差
向
け
小
遣
銭
二
圓
六
十
銭
を
奪
ひ
叉
三
＋
日
再

び
來

る
ざ
て
い
つ
れ

へ
か
逃
げ
た
り
。

第
十
六
課

雪

中

の

火

事

 

二
十
九

日
午
前

一
時
過
ぎ
島
根
縣
愛
加
村
頑
田
氏
の
方
よ
り
出
火
し
し
の
は
雪
中
の
火
災
こ
て
困
難
を
極
め
た
り
。

 

第
十
七
課

正
月
遊
び
に
賭
博

 

丸
鎗
警

察
署
に
て
は
小
賭
博
を
警
戒
し
居
た
る
が
二
十
四
日
頑
島
町
に
て
賭
博
を
槍
皐
し
目
下
取
調
中
也

香
川
縣
小
豆
島
青
年
會
員
は
二
十
三
、
二
十
四
、
二
十
五
の
三
日
間
に
渡
り
正
月
遊
び
に
賭
博
を
な
し
た
る
事
褒
兇
し
い
つ
れ
も
取
調
を
受
け
居

れ
り
。

第
十
七
課

濁

逸

紡

績

ツ
ム
ス

 掲
逸
の
紡
績
會
肚
は
綿
花
の
輸
入
杜
絶
に
よ
り
大
打
撃
を
う
け
職
箭

に
比
し
二
割
乃
至
三
割
の
蓮
輔
紡
錘
を
敷
ふ
る
の
み
な
り
、
在
濁
米
大
使
の

褒
表
せ
る
所
に
よ
れ
ば
此
等
紡
績
に
要
す
る
原
料
は

一
、
古
布
を
解
き
て
紡
ぎ
直
し

一
、
メ
ツ
プ
ル
ご
稚
す
る

一
種
の
草
よ
り
綿
類
地
の
原
料
を
得
る
事

一
、
木
の
パ
ル
プ
よ
り
糸
を
紡
ぎ
出
す

の
三
方
法

を
取
り
つ
・
あ
り
、
存
外
成
績
好
良
な
る
た
め
新
方
法
に
よ
る
會
肚
漸
塘
し
つ
・
あ
り
、
債
目
下
猫
逸
國
に
使
用
し
居
れ
る
火
藥
に
は
綿

花
を
使
用

せ
ず
全
部
木
の
パ
ル
プ
を
使
用
し
つ
・
あ
り
。

第
十
七
課

不

思

議

の

針

 

高
知
市
浦
戸
町
大
家
氏

（
五
十
四
年
）
は
四
十
年
前
縫
針
を
誤
り
て
腰
に
た
て
し
を
其
の
儘
に
な
し
あ
り
し
に
、
大
正
二
年
よ
り
俄
か
に
痛
み
出

二

T

，



‘

一
二

し
た
れ
ば

一
時
病
院
に
入
院
し
た
り
然
る
に
二
十
日
前
よ
り
腰
が
は
れ
出
し
痛
む
た
め
、
日
日
静
か
に
も
み
居
た
る
が
掌

に
引
き
か
か
る
も
の
あ
り
、

不
審
に
思

ひ
つ
か
み
出
す
・こ
右
の
針
に
て
な
か
ば
腐
り
居
た
り

（高
松
電
報
）

第
十
八
課

田

舎

娘

も
ーこ
よ
り
田
舎
娘
の
姿
美
し
ーこ
に
は
あ
ら
ね
ご
、木
綿
な
が
ら
も
母
が
心
づ
く
し
の
晴
衣
新
し
く
顔
に
は
白
き
物
な
さ
塗
り
て
飾
り
た
て
た
る
が
、

ム

ソ

い
か
な
る
嬉
し
さ
胸
に
や
こ
れ
る
や
喜
色
面
に
あ
ら
は
れ
て
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
走
り
に
道
を
い
そ
ぎ
行
く
、
後
よ
り
六
十
路
の
坂
を
越
え
た
る
老
爺

一

ハ
ダ
シ

人
行
く
、
幾
た
び
か
水

に
入
り
た
る
袷
を
着
て
洗
鉄
の
ま

・
弱
々
し
き
身
に
葱

一
荷
搭
ぎ
て
こ
れ
も
嬉
げ
な
る
様

に
て
從
ひ
行
け
り
、
二
人
は
町
の

入
口
に
あ

る
茶
店
の
前
ま
で
來
か
か
り
し
時
家
の
内
よ
り
親
し
げ
な
る
聲
に
て

『
お
花
ち
や
ん
奇
麗
に
飾
り
た
て
て
何
鬼

へ
行
き
な
さ
る
。
や
あ
祀
父
さ
ま
も
御

一
緒

に
か
、
ま
あ
ち
よ
つ
・こ
御
休
み
な
さ
い
ま
せ
ん
か
』

・こ
呼
び
か
く
る
に
老
爺
は
播
ぎ
し
荷
を
地
に
お
ろ
し
て
腰
に
は
さ
み
し
手
拭
に
て
額
の
汗
を
拭
ひ
つ
つ

『
け
ふ
は
こ
の
町
の
稻
荷
さ
ま
の
祭
・こ
い
ふ
の
で
お
花
に
も
是
非
遊
び
に
來
る
よ
う
學
校
の
お
友
達
か
ら
わ
ざ
ん
＼
の
御

案
内
、
そ
れ
で
わ
し
が

迭
つ
て
行
く
、こ
こ
ろ
ぢ
や
』

パ

へ

茶
店
の
姐
は
澁
茶
を
汲
み
な
が
ら

『
そ
れ

は
ま
あ
お
花
ち
や
ん
嬉
し
か
ろ
、
ゆ
つ
く
り
・こ
お
遊
び
な
さ
い
、
そ
う
し
て
其
の
葱
は
何
虚

へ
持
つ
て
い
ら
つ
し
や
る
か
』

老
爺
は

一
人
う
ち
笑

み
て

『
こ
れ

か
、
は
…

片
荷
は
お
花
が
お
友
だ
ち
の
家

へ
お
土
産
の
し
る
し
に
、
片
荷
は
わ
し
が
懇
意
な
八
百
屋

へ
持

つ
て
行
つ
て
お
花
が
小
使

 銭
を

こ

し

ら

へ
て

や
ら

う

ーこ
思

ふ

』

姐

も

こ
も

に
う

ち
笑

み

つ

・

「
や
つ
ば
り
孫
が
可
愛
い
も
の
ーこ
見

へ
る
の
だ
な
あ
！
』

 

第
十
九
課

文
學
者
の
輩
出

宇
多
醍
醐
の
朝
は
太
卒
う
ち
績
き
し
か
ば
、
奢
の
風
甚
だ
し
か
り
き
、
さ
れ
ば
奢
の
風
の
進
む
に
つ
れ
て
詩
、
文
、
和
歌

も
亦
從
ひ
て
酒
を
飲
み

花
を
稽
し
月
杉
眺

む
る
時
は
必
ず
歌
を
讃
む
事
．こ
な
れ
り
、
こ
れ
が
爲
に
和
歌
詩
文
章
い
つ
れ
も
非
常
に
進
み
て
、
爾
後
の
世

に
傳
う
る
名
歌
讃
出

し
、
中
に
は
女
子
も
少
な
か
ら
ざ
り
き
、
當
時
の
作
者
中
、
貫
之
、
躬
恒
、
紫
式
部
、
清
少
納
言
等
も
つ
．こ
も
名
高
か
り
き
、
貰
之
は
日
本
文
の
開

組
な
り
、
こ
れ
よ
り
先
は
文
章
三
云
へ
ば
皆
漢
文
に
し
て
今
日
の
所
謂
和
文
な
か
り
き
、
貫
之
の
天
才
非
常
な
り
し
か
ば
そ
の
書
く
所
の
「
か
な
文
」

流
暢
に
し
て
最
も
自
在
な
り
き
、
其
の
作
中
の
名
高
か
き
は
古
今
集
の
序
、
土
佐
日
記
等
な
り
、
躬
恒
は
貫
之
に
次
ぐ
歌
人

に
τ
官
位
は
ひ
く
か
り

ミ
ツ
ネ

 け
れ
共
歌
の
響
は
千
古
に
高
か
ら
ん
、
紫
式
部
．こ
清
少
納
言
ご
は
貫
之
、
躬
恒
等
よ
り
四
十
年
ば
か
り
の
後

一
條
天
皇
の
世

に
あ
り
。
紫
式
部
は
幼

き
時
よ
り
敏
達
な
り
し
が
成
長
す
る
に
從

ひ
文
を
巧
に
せ
し
か
ば
條
東
門
院
に
仕

へ
て
詩
文
を
さ
ず
け
け
り
、
後
源
氏
物
語
を
著
せ
り
、
源
氏
物
語

は
小
説

に
し
て
文
章
は
此
上
な
く
巧
な
り
、
式
部
は
行
ひ
正
し
く
操
高
か
り
き
、
清
少
納
言
の
枕
草
紙
・こ
云
ふ
書
は
丈
章
の
妙
な
る
事
源
氏
物
語
に

も
優
る
所
さ

へ
少
な
か
ら
ず
、
只
其
の
性
奢
り
高
ぶ
る
風
あ
り
て
行
ひ
紫
式
部
程
正
し
か
ら
ざ
り
き
。

第
十
九
課

ア

イ

ヌ

 

ア
イ
ヌ
の
風
俗
は
内
地
人
．こ
同
じ
か
ら
ず
、
彼
等
は
も
．こ
は
讃
書
も
知
ら
ず
算
敷
の
考

へ
も
乏
し
か
り
し
が
今
は
中
に
は
小
學
校
教
員
、こ
な
れ
る

者
も
あ
り
、

ア
イ
ヌ
の
歎
古

へ
は
甚
だ
多
か
り
し
が
、
今
は
僅
か
に
二
萬
人
に
足
ら
ず
。

第
十
九
課

日

光

一
§



1

一
四

我
國

至

る
所
名

所

の
地

に

・こ
ぼ

し

か

ら
ざ

れ

共

、

よ

く
人

工

の
美

ぐ
、
天

然

の

美

－・、
を
合

せ

た

る

は

日
光

に
し

く

は

な

し

。

第

＋

九

課

和

歌

明
日
知
ら
ぬ
我
身
・こ
思

へ
ご

暮
れ
ぬ
ま
の
今
日
は
人
こ
そ
悲
し
か
り
け
れ

第

二

＋

課

養

生

「
病
、
口
よ
り
入
る
」
慎
し
む
べ
き
は
飲
食
な
り
、
口
に
甘
し
ーこ
て
多
く
喰
ふ
事
勿
れ
、
多
く
飲
む
事
勿
れ

食
物
は
よ
く
か
み
こ
な
す
べ
し
、
不
潔
も
亦
病
の
種
－こ
な
る
、
し
ば
く

入
浴
し
身
髄
を
清
潔

に
す
べ
し
、
衣
服
も
よ
く
洗

ひ
て
よ
ご
れ
た
ろ
を

ば
着
る
事
な
か
れ
、
運
動
歪

な
れ
ば
食
物
の
こ
な
れ
悪
し
く
氣
分
も
ふ
さ
ぐ
、
然
れ
共
蓮
動
多
き
に
過
ぐ
れ
ば
か

へ
つ
て
病
を
起
す
事
あ
り

「
過

ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
如
し
」
・こ
知
る
べ
し
、
良
く
働
か
ん
こ
す
る
者
は
良
く
眠
る
べ
し
早
く
寝
τ
早
く
起
く
べ
し
、
都
曾
に
佳
む
者
は
折

々
野
外

に
出
で
て
新

し
き
室
氣
を
吸
ふ
べ
し
、
又
朝
早
く
起
き
て
公
園
を
散
歩
す
べ
し

夜
具
衣
服
の
類
は
し
ば
ー

日
光
に
乾
か
す
べ
し

第

ご
十
課

西

洋

の

古

語

西
洋
の
古
語
旨

く

「
塞

な
る
精
祠
は
璽

な
る
身
髄
に
宿
る
」
－・身

澄
の
塞

な
る
時
は
精
祠
も
亦
快
活
に
し
て
何
事
を
な
し
て
も
良
き
結

果
を
見
る
な
る
べ
し
。

第

二
十

一
課

日
英
米

の
共
同
造
船

」

 

凋
逸
潜
航
艇
の
暴
威
は
日
を
経
る
に
つ
れ
威
力
を
加

へ
來
た
れ
る
が
如
し
、
さ
す
れ
ば
止
む
を
得
ず
商
舶
補
充
策
を
講
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
此
庭

に
於
て
は
ワ
シ
ン
ト
ン
會
議
の
議
題
・こ
し
て
日
英
米
三
國
に
て
共
同
し
て
建
造
能
力
を
出
來
得
る
だ
け
増
大
す
べ
し
・こ
の
議
あ
り
た
り
、
此
の
議
は

甚
だ
滑
極
的
な
り
・こ
云

へ
ざ
も
是
の
方
法
に
出
ず
る
よ
り
外
に
道
な
か
る
ぺ
し

第

二

十

一
課

温

泉

温
泉
の
病
を
治
す
る
は
膏

に
其
の
含
め
る
鍍
物
の
効

の
み
な
ら
ず

一
つ
に
は
浴
客
が
清
新
な
る
塞
氣
を
吸
ひ
美
麗
な
る
風
光
に
接
す
る
に
依
る
な

る
べ
し
、
我
國
は
火
山
國
に
し
て
全
國
到
る
所
に
も
温
泉
あ
り
、
中
に
は
西
に
道
後
、
有
馬
、
東
に
箱
根
、
熱
海
、
伊
香
保
、
湯
太
等
あ
り
、
湯
本

の
旋
館
は
山
に
よ
り
谷
に
の
ぞ
み
て
山
水
の
眺
め
を
ほ
し
い
ま

・
に
す
る
を
得
べ
し
。

第

二

十

一
課

猫

逸

の
無

制

限

潜

艇

宣

言

力
ー
ソ
ン
氏
の
演
説
に
曰
く

「
狙
逸
の
無
制
限
潜
艇
宣
言
は
事
髄
輕
覗
す
べ
か
ら
ず
云

々
」
・こ
あ
り
、
英
本
國
は

一
年
中

三
百
三
十
五
日
間
の
食

料
品
を
海
外
よ
り
楡
入
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
國
な
り
、
此
の
無
制
限
潜
艇
宣
言
に
封
し
て
は
憂
慮
せ
ざ
ら
ん
．こ
欲
す
る
も
あ

に
う
べ
け
ん
や
。

第

ご

十

二
課

菅

原

道

眞

東
風
吹
か
ば
匂
ひ
お
こ
せ
よ
梅
の
花

圭
人
な
し
・こ
て
春
を
忘
る
な

此
れ
は
菅
原
道
眞
が
右
大
臣
、こ
云
ふ
高
き
官
よ
り
落
さ
れ
て
筑
紫

へ
旋
立
た
ん
ーこ
す
る
時
庭
の
梅
に
別
れ
を
惜
み
τ
讃
め
る
歌
な
り
、
道
眞
は
罪

の
な
き
に
官
を
下
げ
ら
れ
、
あ
ま
つ
さ

へ
遠
國

へ
移
さ
れ
し
か
、こ
も
少
し
も
世
を
憤
り
人
を
恨
む
る
心
な
か
り
き
。

一
五

「－－



ゴ
六

 

第
‥二
十
二
課

つ
き

の

い
き

な

 

昔
つ
き
の
い
き
な
は
新
羅
．こ
戦
ひ
て
新
羅
の
將
に
捕
ら
へ
ら
る
、
そ
の
つ
き
の
い
き
な
を
し
て
日
本
に
向
つ
て

「
日
本
の
將
吾
が
尻
を
喰

へ
」
ミ

叫
ば
し
む
，
つ
音
の
い
き
な
か

へ
つ
て
、
「新
羅
王
我
が
尻
を
喰

へ
」
ミ
云
つ
て
幾
度
せ
め
ら
る
れ
共
あ
ら
た
め
ず
途
に
殺
さ
れ
た
り
。

第
二
十
二
課

靖

國

祠

肚

 

靖
國
祠
肚

は
東
京
九
段
坂
の
上
に
あ
り
。
諸
戦
役
に
戦
死
し
た
る
忠
勇
の
士
を
祀
れ
る
所
な
り
、
此
紳
砒
を
建
て
ら
れ
た
る
は
明
治
二
年
な
り
、

境
内
に
は
櫻
最

－こ
も
多
く

「
花
は
櫻
木
人
は
武
士
」
の
諺
も
自
ら
思
ひ
出
ら
る
、
本
殿
の
御
祭
は
春
秋
二
季
に
行
は
る
、
近
年
ま
で
は
春
は
五
月
秋

は
十

一
月
に
行
は
れ
し
が
今
は
春
祭
は
四
月
三
十
日
秋
祭
は
十
月
二
十
三
日
に
行
は
る
る
事
・こ
な
れ
り
、
雨
度
の
御
祭
に
は
必
ず
勅
使
を
差
立
て
ら

れ
種

々
の
除

興
も
行
は
れ
て
甚
だ
賑
か
な
り
。

第

二
十

二
課

私

の

母

（其

之

一
）

 

私
の
母
は
丁
度
五
＋
歳
に
な
ら
せ
ら
る
、
生
れ
つ
き
優
し
か
ら
せ
ら
れ
て

一
度
だ
に
怒
ら
れ
し
を
見
ず
、
吾
や
・
長
じ
τ
は
膝
下
に
招
き

「汝
良

き
人
．こ
な
る
べ
し
、
然
ら
ず
ん
ば
父
な
き
子
供
は
斯
く
の
通
り
ーこ
人
に
笑

は
れ
ん
」
・こ
て
悟
さ
せ
ら
れ
き
、
生
活
の
助
に
裁
縫

な
ご
し
τ
吾
を
學
校

に
通
は
せ
ら

る
れ
ば

「何
か
手
傳
は
ん
」
マ」云

へ
ば

「學
び
の
業
ぞ
怠
る
な
」
・こ
て
聞
か
せ
ら
れ
ず
。

第
「二
十
二
課

俘

虜

の

外

出

 

大
阪
俘
虜
敗
容
所
に
て
は
俘
虜
の
憂
豊
病
を
起
さ
し
め
ざ
る
目
的
に
て
菅
沼
所
長
は
時
々
俘
虜
の
外
出
を
な
さ
し
め
ん
豫
定
な
り
し
虜
、
三
軒
家

 

に
コ
レ
ラ
患
者
績
嚢
し
爲
め
に
牧
容
所
附
近
は
師
團
の
散
歩
禁
止
匿
域
丙

、こ
定
め
ら
れ
た
る
に
よ
り
俘
虜
の
外
出
は
當
分
見
合
す
事
・こ
な
れ
り
。

 

第

二
十
二
課

犬

 

犬
は
夜
を
守
ら
し
む
る
に
よ
ろ
し
、
又
其
の
鼻
は
よ
く
物
の
臭
を
か
ぎ
わ
く
る
を
以
τ
猟

に
用
ひ
て
獲
物
を
探
さ
し
む
る
に
適
す
、
外
國
に
て
は

犬
を
し
て
羊
飼
の
手
傳
を
な
さ
し
む
、
二
三
匹
の
犬
よ
く
二
三
千
頭
の
羊
を
追
廻
し
て
主
人
の
行
く
方

へ
行
か
し
む
、
又
寒
き
國
に
τ
は
犬
を
し
て

橘
を
引
か
し
む
、
或
る
山
國
に
て
は
犬

の
首
に
食
物
を
入
れ
た
る
籠
を
か
け
お
き
て
疲
れ
た
る
旅
人
を
す
く
は
し
む
る
事
あ
り
、
叉
近
頃
は
戦
揚
に

も
犬
を
用
ひ
て
倒
れ
た
る
兵
士
を
探
さ
し
む
。

第

二
十
三
課

私

の

母

（其
之
二
）

 

春
來
れ
ば
花
見
ず
や
．こ
て
郊
外
に
招
き
給
ひ
、
夏
來
れ
ば
家
の
中
は
暑
か
ら
ん
・こ
て
木
蔭
に
誘
ひ
給
ひ
、
秋
來
れ
ば
是
の
月
見
よ
や
，こ
て
過
度
の

勉
強
を
さ

へ
ぎ
り
給
ひ
、
冬
來
れ
ば
塞
か
ら
ず

や
．こ
て
炬
燵
に
招
き
給
ひ
て
、
常
に
親
切
に
守
り
給
ふ
は
我
が
母
上
な
り
、
長
じ
た
る
今
日
す
ら
節

宅
遅
け
れ
ば
必
ず
門
に
立
ち
τ
我
を
待
ち
給
ふ
、
母
は
春
の
花
秋
の
月
冬
の
雪
に
向
ひ
て
は
貧
も
忘
れ
て
琴
を
調
べ
給
ふ
、
我
も
時
々
ヴ
ア
イ
オ
リ

ン
等
を
引
き

て
母
が
嬉
ぴ
給
ふ
を
見
て
は
我
も
亦
嬉
し
。

第
二
十
三
課

草

薙

劒

ヤ
マ
ト
ヒ
メ

 景
行
天
皇

の
御
代
東
國
の
賊
叛
き
し
か
ば
、
天
皇
日
本
武
奪
に
命
じ
τ
之
を
討
た
し
め
給
ふ
、
尊
は
先
づ
伊
勢

に
至
り
て
御
叔
母
倭
姫
命
に
御
暇

乞
ひ
し
給

ふ
、
倭
姫
命
此
の
時
天
叢
雲
剣
を
奪
に
授
け
給

へ
り
、
尊
之
を
受
け
て
進
み
て
駿
河
の
國
に
至
り
給
ひ
し
に
、
こ
こ
に
あ
り
し
賊
共

「此

の
あ
た
り

に
は
鹿
多
し
狩
し
給

へ
」
．こ
勧
め
て
奪
の
野
に
入
り
給
ふ
を
見
て
火
を
放
ち
て
焼
き
奉
ら
ん
，こ
せ
り
、
奪
天
叢
雲
剣
を
抜
き
て
草
を
薙
ぎ

一
七



一
八

排
ひ
給

ふ
に
火
勢
却
つ
て
賊
の
方
に
向
ひ
奪
は
難
を
ま
ぬ
か
れ
給
ぴ
賊
を
討
滅
し
給

へ
り
、
こ
れ
よ
り
此
の
剣
の
名
を
改
め
て
草
薙
剣
．こ
申
す
、
奪

は
な
を
も
進
み
τ
北
に
向
ひ
給
ひ
し
に
、
賊
共
皆
降
参
し
東
國
こ
・こ
ご
ーこ
く
卒
ぎ
た
り
、
奪
こ
れ
よ
り
引
返
し
て
近
江
の
賊
を
討
給
ひ
し
が
道
に
て

病
に
か
か
り
途
に
伊
勢
に
て
か
く
れ
給

へ
り
、
草
薙
剣
は
尾
張
の
國
に
，こ
さ
め
給
ひ
し
か
ば
宮
を
建
て
て
そ
こ
に
ま
つ
れ
り
、
今
の
熱
田
祠
宮
即
ち

是
な
り
。

第

二
十

三
講

御

一

人

歩

き

第
四
皇
子
澄
宮
崇
仁
親
王
殿
下
の
御
動
静
を
承
は
る
に
、
著
し
く
御
褒
育
遊
ば
さ
る
、
二
月
上
旬
よ
り
御
軍
猫
に
て
御
自
由
に
歩
行
し
給
ひ
、
最

近
奉
伺
の
御
髄
量
は
二
貫
七
百
九
十
六
匁
に
わ
た
ら
せ
ら
る
、
殿
下
の
毎
朝
御
目
畳
は
六
時
前
後
に
て
御
起
床
後
毎
朝
の
御
奔
・こ
し
て
伊
勢
大
碑
宮

に
封
し
御
遙
舜
の
禮
を
か
か
せ
給
は
ず
、
御
就
寝
は
午
後
六
時
前
後
に
て
侍
女
の
奉
申
す
る
御
守
歌
に
つ
れ
御
静
か
に
御
睡
眠
遊
ば
さ
る
、

一
日
三

度
の
御
食
事
は
朝
書
夜
三
回
共
ソ
ツ
プ
の
御
雑
炊
に
副
食
物
・こ
し
て
、
魚
肉
及
び
牛
乳
を
も
合
せ
て
召
上
ら
れ
、
間
食
．こ
し
て
午
后
二
時
頃
輕
き
西

洋
菓
子
又
は
煮
た
る
リ
ン
ゴ
を
取
ら
せ
給
ふ
由
承
は
る
。

第

二
十

五
課

一
、
年

始

状

謹
賀
新
年
奮
年
中
は
格
別
の
御
懇
情
を
蒙
り
有
難
深
謝
奉
候
、
倫
今
年
も
相
愛
ら
ず
御
引
立
の
程
偏
に
奉
願
上
候

敬
具

二
、
新

年
宴

會

に
人

を

招

く

拝
呈
陳
者
例
に
依
り
知
友
相
集
り
新
年
の
宴
會
相
催
し
度
候
間
御
差
支
御
座
無
候
は
ば
來
る
五
日
御
家
内
皆
々
様
御
同
俘
御
來
車
被
下
度
御
待
申

上
候

不
備

二
、
同

じ

く

返

事

御
嘉
例
の
新
年
宴
會
御
案
内
有
難
必
ず
参
上
仕
可
候
此
品
國
元
よ
り
到
來
に
付
き
御
墓
所
迄
差
出
候

奔
答

 

三

、
見

」舞

の

文

拝
啓
花

は
最
早
や
盛
り
も
過
ぎ
若
葉
の
時
候
、こ
相
成
候
、
其
后
は
非
常
に
御
無
沙
汰
に
打
過
ぎ
御
尋
ね
も
致
さ
ず
失
禮
仕
り
候
、
蔭
な
が
ら
御
愛

り
も
無
き
事
ご
存
候
、
私
方

一
同
無
事
御
安
心
被
下
度
候
、
先
は
御
見
舞
ま
で
に

草
々

三
、
同

じ

く

返

事

葬
啓
先
月
の
御
は
が
き
舜
見
仕
候
御

一
家
御
無
事
・こ
存
候
間
御
嬉
ぴ
申
上
候
小
生
も
相
愛
ら
ず
無
事
に
御
座
候
條
御
安
心
被
下
度
候

担
て
小
生
も
懐
か
し
く
思
は
れ
候

へ
ば
御
序
の
節
御
訪
問
被
下
度
願
上
候

敬
具

四
、
書

籍

を

注

文

す

 貴
店
御
褒
党
の
日
露
戦
宇
實
記
至
急
御
邊
附
被
下
度
代
金

一
圓
二
十
銭
別
に
郵
便
爲
替
券
に
て
御
迭
り
届
け
致
候
間
御
受
納
被
下
度
候
伺
別
紙
目

録
表
の
品
々
貴
店
御
所
持
御
座
候
は
“
至
急
代
債
付
け
御
遣
し
被
下
度
候

四
、
同

じ

く

返

事

毎
度
御
注
文
に
預
り
難
有
存
奉
候
御
申
越
の
日
露
戦
争
實
記
本
日
小
包
郵
便
に
差
出
し
申
候
且
叉
御
問
合
せ
に
相
成
候
目
録
表
の
品
々
只
今
持
ち

合
せ
居
候
間
何
時
に
て
も
御
迭
申
上
候

別
紙
代
債
附
け
差
上
候
間
御

一
讃
被
下
度
候

爾
御
郵
塗
の
爲
替
金
は
本
日
正
に
領
牧
仕
候

敬
白

ゴ
九


